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株式会社ウィズプランニング 

２０～３０代主婦層の食卓づくりの傾向把握のための情報収集手法について 

◆御社ターゲットであるヤングミセス層の家庭内食（献立／メニュー）の実態を把握する。 
 

◆収集したローデータに基づき、献立・メニューを考察するうえで必要となる構成要素を導き出し、そのような傾向があるのか見極め、 

 分析レポートを作成する。 

目
的 

１.調査期間の考え方 

日  月  火  水  木  金  土  

          １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 

(１)期間  １ヶ月  朝・昼・夕食／１日３食 
 

(２)時節  日常的食卓 ６月 or １０月  季節的食卓･･･８月(非加熱調理が多くなる)、２月(鍋物が多くなる) 

３ヶ月で年間の傾向を見る   １ヶ月の場合は、日常的食卓をモデルとする 

この他に、各家庭内のイベント(季節イベント・家族イベント)が食卓作りにどう反映されるかなど、 

スポット的な情報収集も可能です 

２.調査内容の考え方 

✿１日３食の写真撮影とレポートを記入する 

✿レポートはメニューと食材・利用調味料を最少単位の情報とし、献立(食卓づくり)情報として一食×３日／日×３０日分収集する 

 

 

                    ×             ×３０日  ＊但し外食は除く 

                 献立 

 

 

＜チェックしたい実態＞    本活動がスタートする前にご要望を伺います。 
 

→献立が破綻している 

→テイクアウト品、完全加工品がある 

→加工調味料･･･などが入っている 

メニュー メニュー 

メニュー 

 

朝食 

昼食(主役はミセス) 

夕食 

必要な情報をＦＡ(フリーアンサー)中心のレポートで収集します。 

＊他社、他カテゴリーの事例をご紹介します。（写真／レポート例） 
例えば 

https://ebisuplan.com/
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４.調査対象者の選択について 

２０～３０代ミセスの家族属性を基本に事前電話スクリーニングを行う 
 

 

          × 

 

 

✿ライフスタイル（生活パターン 例えば、子供関係、趣味など）、食材購入スタイル（利用チャネル、加工品の利用状況）に片寄りが 

 ないようすする。 
 

 ＊事前電話ヒアリングも情報収集機会として活用が可能 

 

 

■対象者数 

目的に応じて設定します。 

写真撮影・分析量が多いケース＝今回ご提示しているケースでは、２０名程度がよいと思います。 

 

店頭   購入   使用継続レポートのケースでは、５０名で行った実績があります。 

 

 

■予算 
 

対象者数、手法・情報収集内容・情報量により異なります。 

また「実査パーツ」「分析考察パーツ」に分けて予算建てを行いますが、予算オリエンテッドでそれぞれのレポート範囲を決定することも 

可能です。 

 

 

 

子無し世帯 

子有り世帯 

専業主婦 

有職主婦（パートタイム・フルタイム） 

当社食感度及び 

スクリーニングデータの活用 

10～50名 




